
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４４０１

基盤研究(C)

2013～2010

２０世紀アメリカ文学における進歩のデザインと破局の表象に関する文化史的研究

A Cultural History of Progressive Design and Representation of Catastrophe in 20th C
entury American Literature

１０１８２９０８研究者番号：

渡辺　克昭（Watanabe, Katsuaki）

大阪大学・言語文化研究科（研究院）・教授

研究期間：

２２５２０２４１

平成 年 月 日現在２６   ６ １０

円     3,100,000 、（間接経費） 円       930,000

研究成果の概要（和文）：未来を常に既に先取りし、進歩を追求し続けてきたアメリカ的想像力が、その例外主義的な
ヴィジョンを根底から揺るがす惨劇といかに向き合ってきたか。このような視座から、アメリカ文化を特徴づける進歩
のデザインと技術を唐突に打ち砕く死の表象を相関的に分析しようとする試みは従前なされていなかった。本研究は、
20世紀アメリカの日常に浸透する進歩の言説と、度重なる惨事や破局によって前景化される死への眼差しがいかに交錯
してきたか、そのダイナミズムを多様な表象分析を通して描出した。その結果、互いにフィードバックし合う両者の間
には、互いにエネルギーを供給し、新たな関係を生成する界面が存在することが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The primary purpose of this research project is to analyze how American imaginatio
n, which has always already preempted future and pursued progress, has come to terms with contingent catas
trophes, disasters, and terrorism which have undermined the very foundation of its future-oriented excepti
onalism.  From this unprecedented perspective, the project tried to delineate the idiosyncratic crossroads
 between technologically enhanced designs characteristic of American culture and representations of lethal
 havoc which abruptly shattered its assumptions. Through this investigation the dynamic interfaces have be
en detected where the progressive discourses infiltrated into twentieth century American life and visions 
of death, which recurrent calamities have foregrounded, give feedback to each other with their energy repl
enished to generate a new phase of relationship.
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１． 研究開始当初の背景 
堕落した旧世界と決別し、専ら幸福を追

求する合衆国において、進歩の言説は特段

の意味を賦与され、それが及ぶ領域も自然

の征服、物質的充足、領土拡張、科学の進

歩、宇宙開発、優生学、衛生、人権・環境

意識の向上など多岐に渡る。とりわけ、エ

ネルギーと進歩の意識に焦点を絞った

Electrifying America (1990)、Consuming 

Power (1998)、America as Second Creation 

(2003) など、David E. Nye の一連の著作と、

Raymond F. Betts の A History of Popular 

Culture: More of Everything, Faster and 

Brighter (2004)、万博という文化装置を論

じた Robert W. Rydell の World of Fairs 

(1993)、宇宙開発とポストモダン・ナラテ

ィヴの関係を論じた William D. Atwill の

Fire and Power (1994)などは、合衆国がい

かに重層的にテクノロジーの進化とともに、

自己形成してきたかを、説得力をもって提

示している。 

だが、Nye に影響を与えた Leo Marx が、

Progress: Fact or Illusion ?(1996)にお

いて述べているように、未来への直線的な

進歩の神話には、常に揺らぎと拭い難い不

信感が取り憑いてきたこともまた事実であ

る。革新主義に彩られた２０世紀の幕開け

とともに、移民の大量流入、都市のスラム

化、労働争議、第一次世界大戦、世界恐慌

へと、合衆国は社会不安と血生臭い未曾有

の破局に否応なく突き進んでいく。さらに

は、ファシズムの台頭、ホロコースト、原

爆投下、核の恐怖、キューバ危機、ＪＦＫ

暗殺、ベトナム戦争の敗北、原発事故、チ

ャレンジャーの打ち上げ失敗、ＷＴＣの崩

壊といった具合に、死とパニックとトラウ

マを孕んだ破局と惨劇は、悪夢のように合

衆国に取り憑いてきた。またさらに、ポス

ト構造主義は、メタナラティヴとしての直

線的な進歩神話を脱構築し、その妥当性に

疑義を突きつけた。また、ポール・ヴィリ

リオが『速度と政治』(2001)、『アクシデン

ト―事故と文明』(2006)で論じたように、

年々加速する速度術もまた、アメリカを破

局の渦に巻き込んできた。このようにアポ

カリプスへの不安を孕みつつも、合衆国の

進歩神話は根源的に払拭されることなく、

アメリカ的日常のあらゆる局面に巧妙かつ

重層的に浸透し続けている。このような状

況において、両者がいかに有機的な連鎖を

なし、互いを生成し続けてきたか、その複

雑な関係性を文学テクストの分析を通じて

解明しようとした試みた研究は、ほとんど

見当たらない。 

 
２． 研究の目的 

9.11 から既に 12 年以上の歳月が経過し、

多様な分野から検証が進みつつあるが、建国

以来一貫して未来を志向し、進歩を追求し続

けてきたアメリカ的想像力が、そのヴィジョ

ンを根底から揺るがす破滅的な惨劇といか

に向き合ってきたか。このような視座から、

アメリカの進歩のデザインと、それを唐突に

打ち砕く死の表象を相関的に分析しようと

する試みは従前なされていなかった。 

本研究は、２０世紀以降、グローバル化し

たアメリカ的日常に加速度的に浸透する進

歩のデザインが、しばしば死を孕んだ表象困

難なカタストロフィへのヴィジョンといか

に縒り合されてきたか、交錯する両者の生成

のダイナミズムを追究することを主眼とす

る。身体を介して蝶番で繋がれた生と死の関

係がそうであるように、両者の間には互いの

動態をフィードバックし合うことにより、新

たな関係が生成されていくインターフェイ

スが存在するのではないか。もしそうだとす

れば、それはいかなる様相を帯びているのか。 

本研究では、こうした問題意識に基づき、進

歩との関係性において、破局や破滅を必ずし

も明示的に提示していないテクストも射程

に入れ、多角的に分析を進めた。 



３． 研究の方法 

本研究の遂行にあたっては、まずもって

通時的観点により４つの時代区分を設け、

それぞれの区分におけるアメリカの進歩と

破局の表象を抽出し、多様なテクストに表

象された両者の関係を具体的な事象との関

連において実証的に分析することから始め

た。1)世紀転換期～世界恐慌、2)３０年代

～第二次世界大戦、3)大戦後からベルリン

の壁崩壊までの冷戦期、4)ポスト冷戦期か

ら9.11をメルクマールとする２１世紀への

世紀転換期の４つの区分がそれに相当する。

それぞれの区分において、その時代を特徴

づける進歩をめぐる言説や表象を、社会・

文化的、政治・経済的に多様な角度から検

証するとともに、それらと相克をなす破局

の諸相が、前者のさらなる産出と変容にい

かなる影響を及ぼすか、テクスト分析を通

じて両者の相関性を詳細に辿ったうえで、

マッピングを行った。 

その際バイオポリティカルな視点を重視

しつつ、「生-権力」によって隠蔽された死

が、その時代のメルクマールとなる破局と

ともに現出したとき、どのような反作用が

生じ、それがまた新たな進歩のデザインに

いかに回収されていくか、身体論の視座も

取り入れ、その動態を考察した。   

以上の見取り図を踏まえたうえで、次に

４つのメディアに焦点を絞り、進歩と破局

の表象分析を共時的に行った。メディアと

共振しつつ表象される進歩と破局がダイナ

ミックに織りなすインターフェイスを解明

すべく、小説というメディアが、他のメデ

ィアといかなる関係性を結び、進歩と破局

を相関的に表象しているか、具体的に検証

を試みた。扱ったメディアは以下の通り。

1)メディア系（新聞、雑誌、広告、プロパ

ガンダ）、2)デザイン系（日用品のデザイン、

インダストリアル・デザイン、環境デザイ

ン）、3)アート系（ポップ・アート、ポスタ

ー、インスタレーション）、4)映像系（映画、

ＴＶ番組、ドキュメンタリー・フィルム、

ビデオなど）。 

 
４． 研究成果 

本研究のケース・スタディーとして、まず

手始めにリチャード・パワーズの『囚人のジ

レンマ』(1988)を取り上げ、主人公が没頭す

る架空の都市計画ホブズタウンと彼の被曝

体験の関係を考察することにより、進歩とセ

キュリティをめぐるアメリカの逆説を、ニュ

ーヨーク万博、日系人強制収容、冷戦と核を

めぐる問題系と絡めつつ検討した。『囚人の

ジレンマ』をめぐるジレンマは、軍隊、学校、

病院というシステムに文字通り絡め取られ

た主人公エディが、フーコーの言う「生-権

力」に抗えば抗うほど、バイオ・ポリティク

スの虜となってしまうことである。その際前

景化されるのが、作中人物としてのディズニ

ーがミッキーマウスの魔法の箒を使って撒

き散らす<フェアリー・ダスト>である。ディ

ズニーは、アニメに対するメディアの政治的

利用を逆手に取り、相互善意に満ちた理想世

界の実現を模索するが、「囚人のジレンマ」

的状況を克服しようとする彼の試みは、結局

のところ逆説的な結果しかもたらさない。エ

ディが自ら病の発端となったトリニティ

ー・サイトに立ち戻るとき、この魔法の粉は、

原爆の放射性フォールアウトへと反転する。

本研究ではこうした逆説を踏まえ、エディの

遺灰が散灰儀式によって<フェアリー・ダス

ト>として再び地上に落下したとき、さらに

それがいかに「生-権力」へと投げ返される

か、亡霊性を孕んだ<ダスト>のパルマコン性

を浮き彫りにした。 

本研究成果は、アメリカ学会第４４年次大

会部会において発表され、論文「ホブズタウ

ンより愛をこめて―『囚人のジレンマ』から

フェアリー・ダスト・メモリーへ」（『二○世

紀アメリカ文学のポリティクス』、世界思想

社、2010 年）として刊行された。 



次に、人類の進化の終焉を射程に入れた哲

学的考察をイラク戦争から導き出したド

ン・デリーロの新作『ポイント・オメガ』

(2010)を取り上げ、人類の進化と破滅の恐怖

が相互に織りなす無限大の時間相がいかに

表象され、進化と終末をめぐるヴィジョンが

文明の極限点に明滅する核の恐怖とどのよ

うに関わるかについて考察を深めた。文明の

進化の臨界点に明滅する核の恐怖を炙り出

している『ポイント・オメガ』は、時と消滅

をめぐる茫漠とした想念そのものが中心的

なテーマとして浮上するよう仕組まれた問

題作であるが、そこで焦点化されるのは、ピ

エール・ティヤール・ド・シャルダンの進化

論、オメガ・ポイント理論である。だが、テ

ィヤールの唱える進化した人類の叡知の究

極点「オメガ・ポイント」が、このテクスト

においてはむしろ終末論的な色彩を帯び、惑

星規模のマクロ的時間相「ポイント・オメガ」

へと折り返されていくことは注目に値する。

人類の進化と破滅が互いをウロボロスのよ

うに飲み込む無限大の時間相が立ち現れて

いるという意味において、この小説は、加速

の一途をたどるグローバリズムにパラダイ

ム転換を迫る広大なヴィジョンを内包して

いる。このような視座に立ち、地球カレンダ

ーにおいてほとんど無に等しい人類の位相

に思いを馳せるとき、惑星的な「深遠な時間」

への回帰という人類の起源と終焉をも射程

に入れた哲学的考察を導き出す本作は、今も

って根強いアメリカ例外主義という神話を

再考するうえで新たな導きの糸になるよう

に思われる。本研究では、メビウスの輪のよ

うに反転する進化と終末をめぐる主人公の

省察が、文明の極限点に明滅する核の恐怖を

いかに照射するのか、「惑星思考」を援用し

つつ、アメリカ帝国の黄昏を炙り出そうとし

た。 

未来に向かって直線的に流れる合衆国の

時間を無化するような広大無辺な砂漠を前

に、主人公エルスターは、惑星規模の地質学

的な「深遠な時間」と文学の分かち難い関係

に思いを馳せる。詰まるところ、こうした砂

漠の時間から生じる桁違いの畏怖の念は、太

古の「原初的世界」と、その進化の果てに現

出する人類の終末的な「絶滅」という一見対

極的な惑星のカオス的な時間相が、ループ状

に捩り合わされるところから生じている。進

化の極限点において到来する絶滅の危機と

いうアポリアこそが、エルスターの思索の中

核をなすわけだが、彼はイラク戦争が囁く終

末の予感に震撼しつつ、崇高にして不気味な

惑星的時間相の震えに、実験国家アメリカの

例外主義の終焉を探り当てたと考えられる。

そこから浮かび上がるのは、輝かしい進化を

遂げた人類が、文明の進化の旅路の果てに核

によって内破し、生命を欠いた無機物のダス

トとして再び惑星に回帰するかもしれぬと

いう終末的転回である。 

本研究成果は、日本アメリカ文学会関西支

部 11 月例会において発表され、論文「時の

砂漠-惑星思考の『ポイント・オメガ』」『異

相の時空間-アメリカ文学とユートピア』(英

宝社、2011)として上梓された。 

上記の研究成果の刊行年に起きた 3.11 を

踏まえ、本研究が取り組む「アメリカ文学に

おける進歩のデザインと破局の表象」につい

てさらに考察を深めていくうえでも、「災害」

というテーマが避けて通れない問題系とし

て浮上してきた。本研究の大きな柱である

「破局の表象」と「進歩のデザイン」という

二つのテーマをリンクさせる文学テクスト

として、スーザン・ソンタグの『火山の恋人』

(1992)を取り上げ、日本アメリカ文学会関西

支部第 55 回支部大会(2011 年 12 月 3 日、武

庫川女子大学)のフォーラム「Natural 

Disaster とアメリカ的想像力」の講師として、

「噴火・蒐集・生成-The Volcano Lover にお

ける歴史のポイエーシス」と題する研究発表

を行った。「災害はそれ自体では表象しえぬ



事象であり、文化的構築物を媒介とする形を

通して初めて表象を帯び、言説化されうる」

という認識のもとに開催された本フォーラ

ムを発展させ、自然の征服により文明を築い

てきたアメリカにおいて自然が暴力的な相

貌を帯び、カタストロフィとしてアメリカ的

想像力を脅かすとき、それらを馴致すべくい

かなる言説化が行われたか、スーザン・ソン

タグの『火山の恋人』(1992)をケース・スタ

ディーとしてテクスト分析を進めた。そのと

き焦点化されたのは、破壊と石化をもたらす

一方で、肥沃な大地と文化を育んできた封じ

込め不可能な反重力のマグマが歴史と織り

なすドラマに、アメリカ的想像力はいかに向

き合ってきたのかという問題意識である。

「惨劇のイマジネーション」の著者としても

知られるソンタグが、『火の平原』を著した

ウィリアム・ハミルトンの色鮮やかで精緻な

火山表象からいかなるインスピレーション

を得たのか。そしてまた、進歩と啓蒙の時代、

十八世紀末に、破局の相としての噴火とフラ

ンス革命を共振させることによって、ソンタ

グが新たな歴史のポイエーシスをいかに模

索したか、テクストに即して分析を行った。

地球の鼓動ともいうべき火山は、過剰にして

崇高な自然災害のスペクタクルそのものと

言ってよいわけだが、太古の昔より棲息し続

ける怪物さながら、地底より始源的なカオス

を解き放つ火山には、多様な生成変化を引き

起こす時空が無尽蔵に内包されている。本研

究では、ドゥルーズを援用することにより、

火山の山肌を覆う溶岩や噴石に刻まれた無

数の襞と気泡の痕跡の迷宮にこそ、生成変化

のダイナミズムが秘められていることをま

ず明らかにし、主人公カヴァリエーレが蒐集

する溶岩の標本の襞としてのテクストを拓

くことにより、ヴェスヴィオ噴火とフランス

革命が織りなすソンタグの歴史のポイエー

シスを描出した。 

研究成果「噴火・蒐集・生成―『火山の恋

人』における歴史のポイエーシス」は、『災

害の物語学』、中良子編、世界思想社に所収

され、2014 年に刊行された。 

 2013 年に発表された論文「シネマの旅路の

果て―ドン・デリーロの「もの食わぬ人」に

おける「時間イメージ」」『アメリカン・ロー

ド―光と陰のネットワーク』、(花岡秀編、英

宝社)では、ドン・デリーロの『ポイント・オ

メガ』(2010)のプロローグとエピローグとい

う二つの外枠物語を手掛かりに、ドゥルーズ

のシネマ論を導きの糸とし、彼の最新の短編

「もの食わぬ人」(2011)をシネマ・ロード・

ナラティヴとして読み直し、シネマという

「生きた静物画」に潜在的に秘められた生成

変化の開かれた時間相を明らかにした。その

過程において、アメリカ文学における「破局

の表象」と「進歩のデザイン」という、本研

究の大きな柱をなす二つのテーマの錯綜し

た関係を解きほぐすには、「時間の蝶番を外

す時間」、すなわち非人称的な「時間イメー

ジ」の解明が大きな役割を果たすことが明ら

かになった。 

本研究を締め括るにあたっては、「進歩の

デザイン」の究極的な方向性として「生命の

デザイン」が浮上し、人類の終焉とポスト・

ヒューマンの到来をもたらしかねないエン

ハンスメントの問題系が、「幸福の追求」と

いかに関わるかという新たな研究の地平が

開けた。詳細については、「アメリカ文学に

おけるヒューマン・エンハンスメントの進化

と「幸福の追求」の未来学」(日本アメリカ文

学会、『アメリカ文学研究』第 50 号、2013

年)を参照。 
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